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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月16日(2010.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶接サイクルの初期期間の間に超音波溶接装置の溶接ホーンのホーンチップで５５μｍ
より大きな大きい溶接振幅を生成するステップ、および初期期間の後にホーンチップで５
５μｍより小さな小さい溶接振幅を生成するステップによる溶接サイクルの間の溶接振幅
の振幅プロファイリングを含む、アルミニウム部品を互いに超音波溶接する方法。
【請求項２】
　大きい溶接振幅を生成するステップが、６０μｍより大きい溶接振幅を生成するステッ
プを含み、小さい溶接振幅を生成するステップは、５０μｍより小さい溶接振幅を生成す
るステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　大きい溶接振幅を生成するステップが、６０μｍより大きい溶接振幅を生成するステッ
プを含み、小さい溶接振幅を生成するステップは、４５μｍより小さい溶接振幅を生成す
るステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　大きい溶接振幅と小さい溶接振幅とを生成するステップが、大きい溶接振幅が小さい溶
接振幅より少なくとも１０μｍ大きくなるように大きい溶接振幅と小さい溶接振幅とを生
成するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　初期期間が、ちょうどアルミニウムが大きい溶接振幅で超音波溶接される時に軟化し始
めるのにかかる時間未満である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　初期期間が、約０．２秒である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　初期期間が、約０．４秒である、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　振幅を切り替えるタイミングを判断するトリガポイントが、時間、エネルギーレベル、
またはピーク電力値のいずれかである、請求項１に記載の方法。
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【請求項９】
　ホーンチップを有するホーンにブースターにより結合された超音波振動子を含む溶接ス
タックに結合された電源を備え、
　該電源は、溶接サイクルの初期期間の間に超音波振動子を駆動させて、ホーンチップで
５５μｍより大きな大きい溶接振幅を生成し、初期期間の後に超音波振動子を駆動させて
、ホーンチップで５５μｍより小さな小さい溶接振幅を生成する超音波溶接装置。
【請求項１０】
　大きい溶接振幅が６０μｍより大きく、小さい溶接振幅は５０μｍより小さい、請求項
９に記載の装置。
【請求項１１】
　大きい溶接振幅が６０μｍより大きく、小さい溶接振幅は４５μｍより小さい、請求項
９に記載の装置。
【請求項１２】
　初期期間が、ちょうど溶接される部分が大きい溶接振幅で超音波溶接される時に軟化し
始めるのにかかる時間未満である、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　初期期間が、約０．２秒である、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　初期期間が、約０．４秒である、請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
　電源が溶接振幅を切り替えるタイミングを判断するトリガポイントが、時間、エネルギ
ーレベル、またはピーク電力値のいずれかである、請求項９に記載の装置。
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